
- 弘法さんかわら版  平成３１年（2019年）４月  弘法さんの日（２１日） 第２０２号 -

日本暹羅修好通商航海条約
稲垣満次郎

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い
よ
春

本
番
。
平
成
最
後
の
月
と
な
り
ま
し
た
。

季
節
の
変
わ
り
目
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
は
実
録
・
覚
王
山
日
泰
寺
縁
起
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
本
物
と

認
め
ら
れ
て
い
る
仏
舎
利
（
お
釈
迦
さ
ま

の
ご
真
骨
）
が
な
ぜ
日
泰
寺
に
祀
ら
れ
た

の
か
。
そ
の
歴
史
で
す
。

★
稲
垣
満
次
郎

   

一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）
、
イ

ン
ド
と
ネ
パ
ー
ル
の
国
境
近
く
、
ピ
プ
ラ
ー

ワ
ー
と
い
う
場
所
で
本
物
の
仏
舎
利
（
お
釈

迦
さ
ま
の
骨
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

   

翌
一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
年
）
、

仏
舎
利
は
仏
教
国
の
タ
イ
（
当
時
は
シ
ャ

ム
）
の
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
に
寄
贈
さ

れ
、
タ
イ
国
民
は
歓
喜
し
て
こ
れ
を
迎
え

ま
し
た
。

   

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
は
寄
贈
さ
れ
た

仏
舎
利
を
分
骨
し
、
同
じ
仏
教
国
の
セ
イ

ロ
ン
（
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
ビ
ル
マ

（
同
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
も
寄
贈
し
ま
し
た
。

   

タ
イ
で
の
こ
の
出
来
事
を
注
視
し
て
い

た
日
本
人
が
い
ま
し
た
。
初
代
駐
タ
イ
公

使
、
稲
垣
満
次
郎
で
す
。

   

稲
垣
は

肥
前
（
長

崎
県
）
平

戸
藩
士
の

家
に
生
ま

れ
、
維
新

後
に
日
本

の
ア
ジ
ア
外
交
策
を
説
く
「
東
方
策
」
と

い
う
論
文
を
発
表
し
て
注
目
を
集
め
て
い

た
外
交
官
。

   
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
）
、
日
タ

イ
修
好
条
約
締
結
に
伴
っ
て
バ
ン
コ
ク
に

日
本
公
使
館
が
設
置
さ
れ
、
稲
垣
が
初
代

公
使
に
抜
擢

さ
れ
、
着
任

し
て
い
ま
し

た
。

   

当
時
の
ア
ジ

ア
で
は
日
本

と
タ
イ
は
数

少
な
い
独
立

国
。
稲
垣
は

両
国
の
友
好

関
係
が
深
ま

れ
ば
、
欧
米

列
強
の
ア
ジ

ア
進
出
の
歯

止
め
に
な
る

と
考
え
て
い

た
よ
う
で
す
。

   

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
）
一
月

二
十
七
日
、
稲
垣
は
タ
イ
外
相
テ
ー
ワ
ウ

ォ
ン
・
ワ
ロ
パ
カ
ー
ン
親
王
に
日
本
へ
の

仏
舎
利
分
骨
を
願
い
出
る
書
簡
を
送
り
ま

し
た
。

   

テ
ー
ワ
ウ
ォ
ン
親
王
は
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ

ン
国
王
の
弟
。
条
約
締
結
交
渉
以
来
、
稲

垣
と
は
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

二
月
一
日
、
早
く
も
親
王
か
ら
稲
垣
に
返

書
が
届
き
、
二
つ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。

   

ひ
と
つ
は
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
は

分
骨
を
認
め
、
日
本
か
ら
の
仏
舎
利
奉
迎

使
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。

   

も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
の
分
骨
は
日
本
仏

教
界
全
体

に
対
す
る

も
の
で
あ

る
こ
と
。

日
本
仏
教

界
が
宗
派

の
垣
根
を

越
え
て
協

力
す
る
こ

と
を
望
ん

で
い
ま
し

た
。

   

二
月
十
四

日
、
稲
垣

は
日
本
の

青
木
周
蔵

外
相
と
各

宗
派
管
長
宛
に
経
緯
を
伝
え
る
書
簡
を
送

り
、
タ
イ
国
王
か
ら
仏
舎
利
を
拝
受
す
る

奉
迎
使
節
団
の
覇
権
を
要
請
し
ま
し
た
。

   

稲
垣
は
こ
の
時
、
自
分
を
公
使
に
任
命

し
た
大
隈
重
信
前
外
相
に
も
書
簡
を
送
付
。

以
後
、
大
隈
は
稲
垣
の
動
き
を
側
面
支
援

し
、
日
泰
寺
創
建
時
に
は
木
材
を
寄
付
し

て
い
ま
す
。

★
仏
教
復
興

   

と
こ
ろ
で
、
そ
の
当
時
の
日
本
の
仏
教

界
は
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

   

一
八
六
八
年
（
明
治
元
年
）
、
神
仏
判

然
令
が
発
布
さ
れ
、
廃
仏
毀
釈
が
始
ま
り

ま
し
た
。

   

福
沢
諭
吉
は
自
著
の
中
で
「
維
新
の
初

め
に
廃
仏
の
議
論
を
聞
き
て
僧
侶
の
狼
狽

甚
だ
し
」
と
記
し
て
い
ま
す
。   

そ
う
し

た
動
き
に

対
し
て
、

各
宗
派
は

対
策
に
乗

り
出
し
、

最
も
迅
速

だ
っ
た
の
は
東
西
本
願
寺
。
金
策
に
苦
し

む
明
治
政
府
に
資
金
を
融
通
し
て
懐
柔
し

ま
し
た
。

   

ま
た
、
各
宗
派
は
欧
米
諸
国
に
使
節
団

や
留
学
生
を
派
遣
し
、
欧
米
宗
教
事
情
を

参
考
に
し
て
日
本
仏
教
の
改
革
と
復
興
を

企
図
。
政
府
に
数
々
の
建
白
書
や
論
文
を

提
出
し
ま
し
た
。

   

こ
う
し
た
努
力
も
あ
っ
て
、
一
八
七
五

年
（
明
治
八
年
）
に
は
信
教
の
自
由
保
障

の
口
達
が
発
布
さ
れ
、
信
教
の
自
由
が
確

立
。

   

そ
れ
以
降
、
各
宗
派
は
教
育
機
関
等
を

整
備
。
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）
、

東
本
願
寺
の
真
宗
大
学
（
現
在
の
大
谷
大

学
）
開
学
。
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三

年
）
に
は
帝
国
仏
教
会
が
組
織
さ
れ
ま
し

た
。

   

ピ
プ
ラ
ー
ワ
ー
で
仏
舎
利
が
発
見
さ
れ
、

日
本
へ
の
分
骨
が
決
ま
っ
た
の
は
ま
さ
に

こ
の
頃
。
当
時
の
仏
教
界
に
と
っ
て
は
仏

教
復
興
に
寄
与
す
る
朗
報
で
し
た
。

★
石
川
舜
台

   

稲
垣
の
要
請
に
強
い
関
心
を
示
し
、
い

ち
早
く
呼
応
し
た
の
は
、
東
本
願
寺
（
浄

土
真
宗
大
谷
派
）
の
実
力
者
、
石
川
舜
台

参
務
で
し
た
。

   

来
月
は
仏
舎
利
奉
迎
使
節
団
が
結
成
さ

れ
る
経
緯
を
お
伝
え
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。

青木周蔵大隈重信

福沢諭吉


